
相模原市農業委員会第２５回会議議事録 

 

開 会 日 時 令和３年３月３０日 午後１時５１分 

閉 会 日 時 令和３年３月３０日 午後３時１６分 

開 催 場 所 市役所第１別館１階 第２会議室 他 

出 席 委 員 （○印） 

① 西 山 和 秀 ⑩ 小 林 康 史 ⑰ 髙 橋 三 行 

② 八 木 拓 美 ⑪ 齋 藤 憲 一 18 天 野 明 

③ 關 山 富 雄 ⑫ 菱 山 喜 章 ⑲ 加 藤 正 博 

⑤ 江 藤 昭 利 ⑬ 八 木 健 一   

⑥ 阿 部 健 14 金 井 睦   

⑦ 渋 谷 利 雄 ⑮ 榎 田 和 子   

⑨ 市 川 忠 孝 ⑯ 藤 村 達 人   

出席委員 １５名 

欠席委員 ２名（１４番金井睦委員、１８番天野明委員） 

傍聴人  ０名 

 

事 務 局 斉藤ますみ 鈴木和夫 松浦毅 濱端雄高 中山隆司 齊藤綾子 

 加藤敬      

 

議事録署名人 議 長 

 

     議席９番 

 

     議席６番 



会議に付した事件 

日程 番 号 件          名 

１  会務報告 

２  第９回農政運営委員会報告 

３  第４回農地あっせん委員会報告 

４ 議案第７８号 農地法第３条の規定による許可申請について 

５ 議案第７９号 農地法第３条の規定による許可申請について 

６ 議案第８０号 農地法第４条の規定による許可申請について 

７ 議案第８１号 農地法第５条の規定による許可申請について 

８ 議案第８２号 農用地利用集積計画の決定について 

９ 議案第８３号 農用地利用集積計画の決定について 

１０ 議案第８４号 農用地利用配分計画の作成について 

１１ 議案第８５号 
令和４年度県農林業施策並びに予算に関する要望（税制改正要望事

項）について 

１２ 議案第８６号 相模原市農業委員会公文書管理規程の一部を改正する規程について 

１３ 議案第８７号 事務局職員の任免について 

１４ 報告第６６号 生産緑地に係る農業の主たる従事者の証明について 

１５ 報告第６７号 農地所有適格法人の報告について 

１６ 報告第６８号 非農地証明書の発行について 

１７ 報告第６９号 
地目変更登記に係る農地等の現況照会に対する調査結果の報告につ

いて 

１８ 報告第７０号 相続等による農地の権利取得届出の受理の報告について 

１９ 報告第７１号 市街化区域内農地の転用届出の受理の報告について 

 
新型コロナウィルス感染拡大防止のため委員が一堂に参集することが困難であることか

ら、Ｗｅｂ会議により議事の審議を行い合議体としての意思決定を行った。 
 
議事の内容 次のとおり 
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議長（八木会長） 
ただいまから、相模原市農業委員会第２５回総会を開催いたします。 

初めに、出席委員の確認を事務局次長にいたさせます。 

事務局（鈴木次長） 
（議席順に各委員の出席を確認） 

議長（八木会長） 
ただいまの出席委員は１５名で定足数に達しております。 

本日、１４番金井睦委員、１８番天野明委員より欠席の旨通告がありましたので御報

告いたします。 

次に、本日の総会の議事録署名委員につきましては、６番阿部健委員、９番市川忠孝

委員を御指名いたします。 
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日程１ 会務報告 

日程２ 第９回農政運営委員会報告 

日程３ 第４回農地あっせん委員会報告 

 
議長（八木会長） 
それでは、これより日程に入ります。 
日程１「会務報告」、日程２「第９回農政運営委員会報告」及び日程３「第４回農地

あっせん委員会報告」について、何か御発言がございましたら、お願いいたします。 
議長（八木会長） 
よろしいですか。 
 

［ はいの声 ］ 

 
議長（八木会長） 
それでは、以上で「会務報告」、「第９回農政運営委員会報告」及び「第４回農地あっ

せん委員会報告」を終わります。 
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日程４ 議案第７８号 農地法第３条の規定による許可申請について 

 
議長（八木会長） 
続いて、日程４議案第７８号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明をいた

させます。 
事務局（加藤主査） 
それでは、１ページを御覧ください。議案を朗読いたします。 
議案第７８号 農地法第３条の規定による許可申請について。別紙農地の所有権移転

等許可申請収受番号３－１７から３－１９及び３－１０１４から３－１０１５は、農地

法第３条の規定により適切と認められるので、許可するものとする。令和３年３月

３０日提出。相模原市農業委員会会長。 
それでは、２ページを御覧ください。 
収受番号３－１７は、南区当麻に住む譲渡人の所有する農地を、南区当麻に住む譲受

人が、経営規模拡大のため、所有権移転を受けるための申請です。現地の状況につきま

しては、お手元の資料を御覧ください。案内図は１ページを御覧ください。斜線部分が

本案件の申請地です。申請地は、南区当麻の田、４筆、２,２８０㎡です。今後の作付
は水稲を予定しています。全部効率利用要件については、経営農地４筆、３,６１４㎡
で全て適切に管理され、下限面積要件２,０００㎡以上を満たしています。農作業常時
従事要件１５０日以上については、譲受人が２８０日で要件を満たしています。地域と

の調和要件については、周辺の農地の利用に影響を与えないこと、周辺地域の農業経営

との調和に努めることを確認しています。以上４点、審査基準を満たしていることから、

許可相当と判断しました。 
続きまして、収受番号３－１８及び３－１９について説明します。それでは、３ペー

ジを御覧ください。 
収受番号３－１８及び３－１９は、座間市に住む譲渡人の所有する農地を、座間市に

住む譲受人が、経営規模拡大のため、所有権移転を受けるための申請です。譲渡人２名

は親子で、３－１８が母、３－１９が子です。現地の状況につきましては、お手元の資

料を御覧ください。案内図は２ページから３ページを御覧ください。斜線部分が本案件

の申請地です。申請地は、新戸の田、３筆、１,２９０㎡です。今後の作付は水稲を予
定しています。全部効率利用要件については、経営農地市内３筆、２,２１３㎡及び座
間市内８筆、６,５１６㎡の合計１１筆、８,７２９㎡で適切に管理され、下限面積要件
２,０００㎡以上を満たしています。農作業常時従事要件１５０日以上については、譲
受人が３５０日、譲受人の子が１７０日で要件を満たしています。地域との調和要件に

ついては、周辺の農地の利用に影響を与えないこと、周辺地域の農業経営との調和に努

めることを確認しています。以上４点、審査基準を果たしていることから、許可相当と

判断しました。 
以上で本庁分の説明を終わります。 

事務局（松浦所長） 
それでは、続きまして、津久井事務所管内の２件について御説明いたします。３ペー

ジから４ページを御覧ください。 
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まず、収受番号３－１０１４は、緑区根小屋に住む譲渡人の所有する農地を、緑区根

小屋に住む譲受人が取得し、経営規模拡大のため、所有権移転を受ける申請です。現地

の状況につきましては、お手元の資料を御覧ください。案内図は４ページを御覧くださ

い。斜線部分が本案件の申請地です。申請地は、青根の畑、１筆、１,０２１㎡です。
今後の作付は、大豆、小麦、梅のほか、露地野菜の栽培を予定しています。審査基準に

つきましては、現地及び申請書で確認しています。全部効率利用要件については、経営

農地１４筆、６,４７０㎡全て適切に管理されていることを確認しており、下限面積要
件の２,０００㎡以上を満たしております。農作業常時従事要件１５０日以上について
は、譲受人が３５０日、譲受人の妻が１７０日で要件を満たしております。地域との調

和要件については、周辺の農地の利用に影響を与えないこと、周辺地域の農業経営との

調和に努めることを確認しています。以上４点、審査基準を満たしていることから、許

可相当と判断いたしました。 
続きまして、収受番号３－１０１５は、東京都町田市に住む譲渡人の所有する農地を、

緑区青山に住む譲受人が取得し、経営規模拡大のため、所有権移転を受ける申請です。

現地の状況につきましては、お手元の資料を御覧ください。案内図は５ページを御覧く

ださい。斜線部分が本案件の申請地です。申請地は、青山の畑、１筆、１,２４２㎡で
す。今後の作付は、梅、栗、小麦のほか、大根、白菜等の露地野菜の栽培を予定してい

ます。審査基準につきましては、現地及び申請書で確認しています。全部効率利用要件

については、経営農地６筆、２,７２３㎡全て適切に管理されていることを確認してお
り、下限面積要件の２,０００㎡以上を満たしております。農作業常時従事要件１５０日
以上については、譲受人が３５０日で要件を満たしております。地域との調和要件につ

いては、周辺農地の利用に影響を与えないこと、周辺地域の農業経営との調和に努める

ことを確認しています。以上４点、審査基準を満たしていることから、許可相当と判断

いたしました。 
以上で説明を終わります。 

事務局（鈴木次長） 
続いて、私から、総会に先立ち行われました役員会での意見ですとか、こちらから説

明させていただいた内容につきまして、これから各議案において、逐次、御報告をさせ

ていただきます。 
３条におきましては、総会資料の２ページの収受番号３－１７についてでございます

けれども、お手元の現況写真を御覧ください。総会資料においては田ですけれども、写

真では畑の状態となっております。これにつきましては、冬場に露地野菜を耕作されて

いたもので、これからは譲受人によって田として利用されていくものでございますので、

補足をさせていただきます。 
以上です。 

議長（八木会長） 
説明が終わりました。ただいまの説明に関連しまして、地区担当委員さん、補足説明

や御意見はございませんか。 
収受番号３－１７については、南区担当委員さん、お願いいたします。 

３番（關山委員） 
譲渡人も譲受人も田も地元ですので、私、よく存じ上げていまして、譲渡人は後継者
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がいないということで、娘さんが他に嫁いでしまったと。私も７０歳でできないから手

離すという話をしておりました。譲受人は経営規模拡大ということで、私の筆の隣もや

っておりますが、非常にきれいに耕作されていまして、熱心にやられている方です。余

った時間はほかの農業者のお手伝いを一生懸命やったり、２,２８０㎡は余裕でできる
のかなと思っております。先ほど説明があったように、耕作をされているので問題はな

いのではないかと思います。特に問題はないと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 
以上です。 

議長（八木会長） 
続きまして、収受番号３－１８及び３－１９については、南区担当委員さん、お願い

いたします。 
１番（西山委員） 
３－１８については、案内図共に写真も問題なく、現在はきれいに耕うんされており

ました。現地確認に行きましたのは３月２４日です。別に問題ありません。 
３－１９については、利用状況が畑になっております。入口がない土地でして、隣の

土地の往来は話合いで決まっているそうです。そして今回は田にするということですが、

中の筆がちょっと多いので周りに寄せたりして、お隣の田んぼと一緒にお使いになると

いう話を伺っております。既に８，７２９㎡を耕作されておりまして、座間の農業委員

さんをされております。別に問題ないと思いますので、よろしくお願いいたします。 
以上です。 

議長（八木会長） 
続きまして、収受番号３－１０１４については、津久井地区担当委員さん、お願いい

たします。 
９番（市川委員） 
３月２３日に現地を確認してまいりました。譲受人の農地と接していまして、以前か

ら譲受人はこの農地をいろいろ耕作しています。また、自分の農地も適正に管理されて、

意欲的に農業に取り組んでいるということで問題はないのではないかと思います。御審

議ください。 
以上です。 

議長（八木会長） 
続きまして、収受番号３－１０１５については、津久井地区担当委員さん、お願いい

たします。 
１５番（榎田委員） 
３月２５日に現地を確認してまいりました。この地図で見ますと、西側のほうに広い

道路がありまして、これを南に下りますと串川出張所になります。この土地には写真に

あるように、木が何本か真ん中に植えてありますが、先ほどの事務局の説明のとおり、

作付は梅とか小麦を行うということですので、この木があったにしても、いろいろとで

きるかと思います。譲受人はこの土地の北側に住んでいる方で、地続きになりますので、

耕作しやすいかなと思います。よろしく御審議ください。 
議長（八木会長） 
これより質疑に入ります。 
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質疑なし 

 
議長（八木会長） 
よろしいですか。 
 

［ はいの声 ］ 

 
議長（八木会長） 
それでは、採決をさせていただきます。 
議案第７８号については、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 
 

［ 異議なしの声 ］ 

 
議長（八木会長） 
御異議なしと認めます。 
よって日程４議案第７８号については、原案のとおり決定いたしました。 
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日程５ 議案第７９号 農地法第３条の規定による許可申請について 

 
議長（八木会長） 
続いて、日程５議案第７９号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明をいた

させます。 
事務局（加藤主査） 
それでは、５ページを御覧ください。議案を朗読いたします。 
議案第７９号 農地法第３条の規定による許可申請について。別紙農地の所有権移転

等許可申請収受番号３－２０から３－２３は、農地法第３条の規定により適切と認めら

れるので、許可するものとする。令和３年３月３０日提出。相模原市農業委員会会長。 
それでは、６ページを御覧ください。 
収受番号３－２０から３－２３は、譲受人の東海旅客鉄道株式会社が、地下にリニア

中央新幹線のトンネルを建設するため、区分地上権を設定するための申請です。案内図

は６ページを御覧ください。申請地はいずれも緑区大島の畑で、合計４筆、６３６㎡で

す。今回の申請では、トンネルは地表面から下３６.２０ｍから３８.２３ｍを通過しま
す。 
以上で説明を終わります。 

事務局（鈴木次長） 
本案件につきましては、先月の案件と同様にナトム工法で、シールド工法ではない工

法です。トンネルの上部につきましては、地表から３６ｍちょっとのところです。トン

ネルの幅は約１４ｍとなります。区分地上権の範囲については、トンネルの上部から

５ｍ上のところ、言い換えますと、地表からは３１.５ｍ程度のところになりまして、
そこから上下の範囲が２５ｍ、横幅の範囲が１９.７ｍとなります。案内図の６ページ
を御覧いただきますと、トンネル全体の幅員を点線で表示させていただいておりますけ

れども、それぞれの申請地は、その幅員の一部となっています。これは区分地上権の契

約が済んだところから着手しているために、本申請のように点在したような形で申請書

の提出に至っているところでございます。すなわち、今後、また事業者で説明し、契約

等の交渉が済んだところから、こちらにも許可申請書が上がってくるという流れになっ

てきます。 
以上です。 

議長（八木会長） 
説明が終わりました。本案件は、地下を使用するための区分地上権の設定です。説明

は以上になります。 
これより質疑に入ります。 
 

質疑なし 

 
議長（八木会長） 
よろしいですか。 
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［ はいの声 ］ 

 
議長（八木会長） 
それでは、採決をさせていただきます。 
議案第７９号について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 
 

［ 異議なしの声 ］ 

 
議長（八木会長） 
御異議なしと認めます。 
よって日程５議案第７９号については、原案のとおり決定いたしました。 
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日程６ 議案第８０号 農地法第４条の規定による許可申請について 

 
議長（八木会長） 
続いて、日程６議案第８０号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明をいた

させます。 
事務局（中山副主幹） 
それでは、７ページを御覧ください。議案を朗読いたします。 
議案第８０号 農地法第４条の規定による許可申請について。別紙農地の転用許可申

請収受番号４－１５及び４－１００７は相当とする理由があるので、農地法第４条第

３項の規定により意見を付して、市長あてに送付するものとする。令和３年３月３０日

提出。相模原市農業委員会会長。 
それでは、８ページを御覧ください。 
収受番号４－１５は、申請人が所有する上溝の農地、１筆、９８１㎡を駐車場として

転用するための申請です。現地の状況につきましては、お手元の資料を御覧ください。

案内図は７ページを御覧ください。農地区分は第３種農地です。申請理由といたしまし

ては、不動産管理業者からの要望により、駐車場として転用するための申請です。隣接

地への被害防除につきましては、土地区画の明確化と、土留め策として、車両出入口を

除き、ブロック積み２段及びフェンス及び鋼板土留め柵を設置する計画です。雨水につ

いては、砂利敷きによる敷地内浸透とする計画です。申請地は斉藤歯科医院の北西約

２８０ｍです。 
以上で本庁分の説明を終わります。 

事務局（松浦所長） 
それでは引き続き、津久井事務所の案件１件について御説明いたします。同じく８ペ

ージを御覧ください。 
収受番号４－１００７は、申請人が所有する緑区根小屋の農地、１筆、５２２㎡を、

駐車場として転用するための申請です。現地の状況につきましては、お手元の資料を御

覧ください。案内図は８ページを御覧ください。農地区分は第２種農地です。申請理由

といたしましては、近くに所在する訪問看護事業者からの要望により、申請人が自己所

有の農地を駐車場として転用するものです。隣接地に農地はありませんが、土地区画の

明確化と、土留め策として、東西の住宅地との間は既存の間知ブロック擁壁等を利用す

るほか、南側の地目山林との境界には土留め鋼板４３㎝を設置し、雨水については、砕

石敷きによる敷地内浸透とする計画です。申請地は根小屋小学校の西約６５０ｍです。 
以上で説明を終わります。 

事務局（鈴木次長） 
それでは、私から補足をさせていただきます。 
まず、４－１５につきましては、説明させていただいたとおり、不動産業者からの要

望により、トラック１４台分のスペースを確保するものです。 
４－１００７につきましては、今御説明させていただきましたが、北西約１５０ｍに

ある訪問看護事業所が職員増員分で駐車場が不足するということで、１７台分のスペー

スを確保するものです。なお、案内図の８ページを御覧いただきますと、申請地の下側、



 10 

矢印の左側の部分になりますけれども、この部分も、先ほど土留め柵ということで説明

させていただきましたけれども、所有者の所有地となっています。 
以上です。 

議長（八木会長） 
説明が終わりました。ただいまの説明に関連しまして、地区担当委員さん、補足説明

や御意見はございませんか。 
収受番号４－１５については、中央区担当委員さん、お願いいたします。 

１０番（小林委員） 
３月２７日に現地を確認してまいりました。現況ですけれども、地目は畑ですが、畑

として使っていない様子で、草もなく、きれいな状態でした。この場所は、案内図を見

ますと、県道の北側が、中古車屋さんというか、車を停めている場所になります。南側

は、いわゆる資材置場になります。東側が砂利敷きの駐車場となっております。現地を

見まして、全体に土盛りがしてあるようで、周りより５０から６０㎝高いので、雨水対

策はかなりしっかりやらないと、水の流れ込み、雨水の流れ込み等があると思いますの

で、特に東側の入口と逆側の砂利敷きの土留めはかなりしっかりやらないと、既存で砂

利敷きの駐車場になっているところに流れ込むのが危惧されますので、その辺、しっか

りやっていただきたいと思いました。入口の道は県道でございます。道幅が８ｍ、歩道

も２ｍ弱ございますので、２トントラックが出入りするには十分な広さだと思います。 
以上です。よろしく御審議ください。 

議長（八木会長） 
続きまして、収受番号４－１００７については、津久井地区担当委員さん、お願いい

たします。 
９番（市川委員） 
３月２３日に現地を確認してまいりました。現地は耕作されていない状態でした。草

はそんなに出ないということで、この案内図で分かるように、住宅に挟まれたところで、

境界杭も確認してまいりました。計画どおりに工事を行ってもらえれば、問題ないので

はないかと思います。よろしく御審議ください。 
事務局（鈴木次長） 
それでは今、小林委員から、隣接地との土留めについてきちんとというお話をいただ

きましたので、改めて事業者にはその旨お伝えさせていただきますが、計画書を確認さ

せていただきますと、６０㎝の土留め鋼板を用意していて、おおむね４０㎝ぐらいが地

中に入って、２０㎝ぐらいが上部に出るような形で鋼板が敷かれる計画になっておりま

す。 
以上です。 

議長（八木会長） 
小林委員、よろしいですか。 

１０番（小林委員） 
計画書にも書いてありますので、その方法でよろしくお願いしたいと思います。 

議長（八木会長） 
それでは、これより質疑に入ります。 
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質疑なし 

 
議長（八木会長） 
よろしいですか。 
 

［ はいの声 ］ 

 
議長（八木会長） 
それでは、採決をさせていただきます。 
議案第８０号について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 
 

［ 異議なしの声 ］ 

 
議長（八木会長） 
御異議なしと認めます。 
よって日程６議案第８０号については、原案のとおり決定いたしました。 
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日程７ 議案第８１号 農地法第５条の規定による許可申請について 

 
議長（八木会長） 
それでは続いて、日程７議案第８１号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説

明をいたさせます。 
事務局（中山副主幹） 
それでは、９ページを御覧ください。議案を朗読いたします。 
議案第８１号 農地法第５条の規定による許可申請について。別紙農地の転用を伴う

所有権移転等許可申請収受番号５－１３から５－１４及び５－１０５３から５－

１０５６は、相当とする理由があるので、農地法第５条第３項において準用する同法第

４条第３項の規定により意見を付して、市長あてに送付するものとする。令和３年３月

３０日提出。相模原市農業委員会会長。 
それでは、１０ページを御覧ください。 
収受番号５－１３は、譲受人の株式会社サーティーフォーが、譲渡人の所有する南区

双葉１丁目の農地、３筆、３,３７７㎡の所有権移転を受け、特定建築条件付売買予定
地として転用するための申請です。現地の状況につきましては、お手元の資料を御覧く

ださい。案内図は９ページを御覧ください。農地区分は第３種農地です。申請理由とい

たしましては、譲受人である株式会社サーティーフォーが、都市計画法第３４条第

１１号の規定に基づき、区域指定を受け、１６区画の宅地分譲を行うための申請です。

隣接地への被害防除につきましては、土地区画の明確化と、土留め策として、ＲＣ擁壁

１～１.５ｍ及びブロック積み１～２段で土留めする計画です。雨水については、浸透
桝による敷地内浸透によるほかＬ字構を設置し、汚水については公共下水道に接続する

計画です。申請地は松原公園の東約３０ｍです。 
ここで、区域指定について説明します。都市計画法第３４条第１１号の規定に基づき、

市街化調整区域内であっても、一定の条件に合致した場合、宅地分譲ができるものです。

主な立地条件は、農業振興区域内にないこと、区域指定する区域の面積が５,０００㎡
以上であること、幅員６ｍ以上の連続する道路に接していること、公共下水道に接続が

許容されることなどです。 
続きまして、収受番号５－１４は、貸出人の所有する新磯野の農地、２筆、１,９８２㎡

を、借受人が賃借権で借受け、駐車場及び資材置場として転用するための申請です。現

地の状況につきましては、お手元の資料を御覧ください。案内図は１０ページを御覧く

ださい。農地区分は第２種農地です。申請理由といたしましては、現在、土木業を営ん

でおり、事業拡大に伴い、新たに駐車場及び資材置場を確保するための申請です。隣接

地への被害防除につきましては、土地区画の明確化と、土留め策として、車両出入口を

除き、安全鋼板高さ０.６から１.８ｍで土留めする計画です。雨水については、砕石敷
きによる敷地内浸透とする計画です。申請地は市立若草中学校の西約３５０ｍです。 
以上で本庁分の説明を終わります。 

事務局（松浦所長） 
続いて、津久井事務所管内の４件について説明いたします。１１ページ、１２ページ

を御覧ください。 
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収受番号５－１０５３は、譲受人が譲渡人の所有する緑区中野の農地、１筆、２６０㎡

の所有権移転を受け、自己住宅に転用するための申請です。現地の状況につきましては、

お手元の資料を御覧ください。案内図は１１ページを御覧ください。申請理由は、現在、

近隣の貸家に居住しており、新たに自己住宅を建築するためです。農地区分は第３種農

地です。隣接地への被害防除につきましては、隣地に土砂等が流出しないよう、周囲に

コンクリートブロック２、３段積みを設置し、汚水、雑排水については公共下水道に放

流し、雨水は浸透トレンチを設置して処理する計画です。申請地は西メディカルセンタ

ーの北東約２３０ｍです。 
続きまして、収受番号５－１０５４は、譲受人が譲渡人の所有する緑区三井の農地、

３筆、４９８㎡の所有権移転を受け、自己住宅に転用するための申請です。現地の状況

につきましては、お手元の資料を御覧ください。案内図は１２ページを御覧ください。

農地区分は第２種農地です。申請理由は、現在、同じ地域内の貸家に居住しており、新

たに自己住宅を建築するものです。隣接地への被害防除につきましては、隣地に土砂等

が流出しないよう、周囲にコンクリートブロック２～４段積み、または矢板高さ３０㎝

を設置し、汚水、雑排水については合併処理浄化槽を設置し、雨水は浸透桝を設置して

処理する計画です。申請地は中野中学校の東約７００ｍです。 
続きまして、収受番号５－１０５５は、譲受人の株式会社デザインガーデンが、譲渡

人の所有する緑区川尻の農地、１筆、６９３㎡を所有権の移転を受け、資材置場及び駐

車場として転用するための申請です。現地の状況につきましては、お手元の資料を御覧

ください。案内図は１３ページを御覧ください。農地区分は第２種農地です。申請理由

は、現在使用している資材置場及び駐車場が手狭となったことから返却し、新たに資材

置場及び駐車場を確保するものです。隣接地への被害防除につきましては、土地区画の

明確化と、土留め策として、コンクリートブロック３段積みを設置し、雨水については、

砕石敷きによる敷地内浸透とする計画です。申請地は広田小学校の北西約１,７２０ｍ
です。 
続きまして、収受番号５－１０５６は、譲受人が譲渡人の所有する緑区名倉の農地、

１筆、１,１６３㎡の所有権移転を受け、資材置場として転用するための申請です。現
地の状況につきましては、お手元の資料を御覧ください。案内図は１４ページを御覧く

ださい。農地区分は第２種農地です。申請理由は、譲受人は造園業を営んでおり、現在

使用している資材置場が手狭となったことから返却し、新たに資材置場を確保するもの

です。隣接地への被害防除につきましては、土地区画の明確化と隣地への雨水等の流出

防止等を兼ね、周囲に枕木高さ２０㎝を設置し、雨水については、Ｕ字構及び浸透桝を

設置して処理する計画です。申請地はＪＲ藤野駅の南西約６００ｍです。 
以上で説明を終わります。 

事務局（鈴木次長） 
それでは、私から報告をさせていただきます。 
まず、５－１３につきましては、案内図を御覧いただきたいと存じます。９ページで

ございます。申請地の左右を含めた太線内が、先ほど申し上げました都市計画法の規定

による区域指定を受けたところです。左側は平成３０年に転用許可をしておりまして、

既に宅地化されております。本案件は、別の事業者によりまして、１６区画による区域

指定を受けて転用申請に至っているものでございまして、入口は上のほうのお寺側の道
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路からになりまして、網かけの中央部分からの進入路と計画がされています。なお、本

案件は３,０００㎡を超えているため、県ネットワーク機構への意見聴取となります。 
次に、５－１４についてですが、案内図は１０ページを御覧いただきたいと存じます。

②と表示した側の筆につきましては、大型車３台、普通車６台、油圧ショベル９台の置

場になりまして、①と表示された側の筆には、単管パイプ、ブロック、安全鋼板、砕石

などを置く計画となっています。 
５－１０５５につきましては、案内図の１３ページを御覧ください。案内図の左に少

し行ったところが資材置場、駐車場となっておりまして、現在のところでは、手狭とい

うことで申請地を確保するものでございまして、単管パイプ、フェンス材、アルミ材、

砕石、事業車両、ユンボ等のスペースを確保するものです。 
５－１０５６につきましては、現在使用している場所は、手狭ということとともに、

出入口も危険ということで、譲受人が造園の資材置場として譲渡人の農地の敷地の一部

を転用するもので、藤野地域での事業展開が主体であると聞いております。なお、案内

図の１４ページを御覧いただきたいと存じます。網かけの中に遊歩道が入っております

けれども、案内図と現況が合っていないためのもので、譲受人なども遊歩道に関しては

理解をいただいております。 
以上です。 

議長（八木会長） 
説明が終わりました。ただいまの説明に関連しまして、地区担当委員さん、補足説明

や御意見はございませんか。 
収受番号５－１３については、南区担当委員さん、お願いいたします。 

３番（關山委員） 
３月２４日に現地を見てまいりました。この資料のとおり、３筆になっていまして、

１筆だけが不耕作ですけれども、きれいに管理されて、作付については、露地野菜が耕

作されていまして、農地としては非常によく管理されております。ということで、ここ

は説明がありましたように、条件付で住宅等を建ててもいいよという土地でございます

ので、１６区画ということで、図面を見ますときちんとなっておりまして、問題はない

と思います。以上ですが、御審議のほど、よろしくお願いいたします。 
議長（八木会長） 
続きまして、収受番号５－１４については、南区担当委員さん、お願いいたします。 

１番（西山委員） 
３月２４日に現地調査に行ってまいりました。写真の説明を見ていただきたいのです

が、場所的には開発されて、ほとんど資材置場とか、隣に見えるプラントのようなもの

が建っております。プラントとの間の畑においては、大変荒廃して、ごみ等が多く捨て

られているところです。その隣の約２反分で、きれいにして資材置場にするということ

で、下の写真を見ていただきたいんですが、かなり段差があって、土が盛られています。

土木業ということで土の移動は簡単だと思うんですが、道路のほうにはみ出ている部分

もありますので、その点は十分、区画を明確にして、砕石敷きということですので、水、

土砂の流れ等がないよう、十分注意していただければよろしいのかと思います。場所的

にも内容もそのような地区ですので、よろしいかと思います。よろしく御配慮いただき

たいと思います。 
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以上です。 
議長（八木会長） 
続いて、収受番号５－１０５３については、津久井地区担当委員さん、お願いいたし

ます。 
１２番（菱山委員） 
３月１５日に現地調査してまいりました。案内図の①の付近のところは駐車場に転用

されております。②の付近は現地写真①の奥に写っていますけど、太陽光発電の敷地に

なっておりまして、その間になるわけで、事務局の説明のとおり、何ら問題はないと思

いますので、御審議のほど、よろしくお願いいたします。 
議長（八木会長） 
続きまして、収受番号５－１０５４については、津久井地区担当委員さん、お願いい

たします。 
９番（市川委員） 
３月２２日に現地を見てまいりました。三井大橋を渡って、上り坂なんですけど、そ

の上り坂の左側ということで、この畑は進入路がなくて、道路からも２ｍぐらいの段差

があるので、入るところがないような状態です。他のところから歩くだけの道路という

ことで、そこで入っていただくようになると思います。畑には梅の木が何本かあって、

草刈りはよくされていたんですけれども、耕作はされていませんでした。現地の境界杭

も見てまいりました。 
以上です。よろしく御審議ください。 

議長（八木会長） 
続きまして、収受番号５－１０５５については、城山地区担当委員さん、お願いいた

します。 
１１番（齋藤委員） 
３月２０日に現地を確認してきました。資材置場と駐車場の申請ということで、この

場所は、案内図の１３ページを御覧いただくと町田と相模原の境目のような場所なんで

すね。下のほうが町田街道、右のほうから入ってきて、大戸という交差点を左のほうに、

ずっと奥に入ったところなんですけど、場所的には雨降（小字）ということで、その先

には町田市の大地沢青少年センターがあります。右側が大戸で、ずーっと狭い道路が続

いていて車が擦れ違うのが大変で、周囲は全部、山なんですね。この斜線の申請地の（左

側も右側も耕作された農地があるような場所なんですね。斜線のところが２ｍぐらい道

路から下にちょっと下がったところ、矢印が右側に出ていますけど、ここから車が入っ

たりするということで、ちょっと、出ていないんですけど、この矢印の奥の左側には赤

道が入っているような場所なんですね。ですから、問題はないんですけど、一番、許可

というか、承諾しておかなければいけないなと感じたのが、この北側ですね。上側の部

分に結構大きい、斜線と同じような面積の耕作された畑があるんですね。ここがちょう

ど北側で、この手前側が南側になって、恐らく日影にになりそうな場所なんですね。で

すから、ここの地主が、その辺の了解等が必要ではないかなと思います。この点さえク

リアできれば、特に問題ないと思います。 
議長（八木会長） 
続きまして、収受番号５－１０５６については、藤野地区担当委員さん、お願いいた
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します。 
１９番（加藤委員） 
３月２５日に歩きました。先ほど事務局からありましたけど、案内図の１４ページの

この線があるところへ行ったときに、もう、白砂利を敷いてありました。今言った砂利

を敷いたところの土手側が１ｍ弱あるのかな。そこも遊歩道であるからということで、

土留めの板をやるから大丈夫だというような話もしてきたので、私のほうも大丈夫だと

いうことでお話ししてきました。よろしくお願いします。 
事務局（鈴木次長） 
齋藤委員から、北側の農地への日照等について御意見がありました。近隣農地への影

響ということで、日照等についても、こちらも確認をしていかなければいけないんです

が、計画上においては、なるべく高い資材については道路側に置くようになっていまし

て、北側の畑のほうには砕石などを置くようにして、日照に影響がないような資材の置

き方を考え、計画しております。なお、農地側との境についてはフェンスを置くわけで

すけれども、編み目状のスチール防護柵ということで計画をされていますので、そうい

ったところにも配慮されているかなということもあります。いずれにいたしましても、

再度、こういった御意見があったということは、事業者にも御報告、御説明をさせてい

ただきます。 
以上です。 

議長（八木会長） 
それでは、これより質疑に入ります。 
 

質疑なし 

 
議長（八木会長） 
よろしいですか。 
 

［ はいの声 ］ 

 
事務局（鈴木次長） 
すいません、今、伝え漏れましたけれども、隣接地の所有者の方には承諾書もいただ

いているということですので、事業の内容も説明がされているということでございます。

補足をさせていただきます。 
議長（八木会長） 
それは５－１０５５で。 

事務局（鈴木次長） 
はい、今の続きです。 

議長（八木会長） 
よろしいですか。 
それでは、採決をさせていただきます。 
議案第８１号について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 
 



 17 

［ 異議なしの声 ］ 

 
議長（八木会長） 
御異議なしと認めます。 
よって日程７議案第８１号については、原案のとおり決定いたしました。 
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日程８ 議案第８２号 農用地利用集積計画の決定について 

 
議長（八木会長） 
続いて、日程８議案第８２号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明をいた

させます。 
事務局（加藤主査） 
それでは、１４ページを御覧ください。議案を朗読いたします。 
議案第８２号 農用地利用集積計画の決定について。別紙農用地利用集積計画整理番

号２－１８７から２－１８９及び２－１０９３から２－１０９６は、農業経営基盤の強

化の促進に関する基本構想の利用権の設定等を受ける者の備えるべき要件に適合して

いるので、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定により農用地利用集積計画を

決定するものとする。令和３年３月３０日提出。相模原市農業委員会会長。 
それでは、１５ページから１７ページを御覧ください。案内図は１６ページから

１９ページを御覧ください。 
本議案は、地権者と耕作者との相対での利用権設定をするものです。３件、１１筆、

５,６７８㎡です。 
以上で本庁分の説明を終わります。 

事務局（松浦所長） 
それでは引き続き、津久井事務所管内の４件につきまして御説明いたします。 
まず、整理番号２－１０９３及び２－１０９４は、経営規模拡大のため、新たに利用

権を設定するものです。案内図は２０ページ、２１ページを御覧ください。契約期間は

３年９か月、件数は２件、４筆、面積は合計で２,５１０㎡です。 
続いて、整理番号２－１０９５は、経営規模拡大のため、新たに利用権を設定するも

のです。案内図は２２ページを御覧ください。契約期間は９か月、件数は１件、１筆、

面積は６４４㎡です。 
続いて、整理番号２－１０９６は、解除条件付法人が経営規模拡大のため、新たに利

用権を設定するものです。案内図は２３ページ、２４ページを御覧ください。契約期間

は５年９か月、件数は１件、２筆、面積は２,１３２㎡です。 
以上で説明を終わります。 

事務局（鈴木次長） 
それでは、補足をさせていただきますが、２－１８７について、案内図の１６ページ

を御覧ください。網かけの左側の下から右側のカーブの道路が続いて入っているように

見えますけれども、公図上は存在しておりませんで、網かけの右側のカーブのものにつ

いては、道路ではありません。 
以上です。 

議長（八木会長） 
説明が終わりました。これより質疑に入ります。 
 

質疑なし 
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議長（八木会長） 
よろしいですか。 
それでは、採決をさせていただきます。 
議案第８２号について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 
 

［ 異議なしの声 ］ 

 
議長（八木会長） 
御異議なしと認めます。 
よって日程８議案第８２号については、原案のとおり決定いたしました。 
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日程９ 議案第８３号 農用地利用集積計画の決定について 

 
議長（八木会長） 
続いて、日程９議案第８３号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明をいた

させます。 
事務局（松浦所長） 
それでは、２０ページを御覧ください。議案を朗読いたします。 
議案第８３号 農用地利用集積計画の決定について。別紙農用地利用集積計画整理番

号２－１０９７から２－１０９８は、農業経営基盤の強化の促進に関する基本構想の利

用権の設定等を受ける者の備えるべき要件に適合しているので、農業経営基盤強化促進

法第１８条第１項の規定により農用地利用集積計画を決定するものとする。令和３年

３月３０日提出。相模原市農業委員会会長。 
それでは、２１ページを御覧ください。案内図は２５ページ、２６ページを御覧くだ

さい。 
整理番号２－１０９７及び２－１０９８は、農地中間管理機構の指定を受けている公

益社団法人神奈川県農業公社が、土地所有者から耕作者に貸し出す農地を借り入れるた

め、利用権の設定を受けるものです。件数は２件、５筆、面積は２,７０３㎡です。 
以上で説明を終わります。 

議長（八木会長） 
説明が終わりました。これより質疑に入ります。 
 

質疑なし 

 
議長（八木会長） 
よろしいですか。 
それでは、採決をさせていただきます。 
議案第８３号について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 
 

［ 異議なしの声 ］ 

 
議長（八木会長） 
御異議なしと認めます。 
よって日程９議案第８３号については、原案のとおり決定いたしました。 
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日程１０ 議案第８４号 農用地利用配分計画の作成について 

 
議長（八木会長） 
続いて、日程１０議案第８４号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明をい

たさせます。 
事務局（松浦所長） 
それでは、２２ページを御覧ください。議案を朗読いたします。 
議案第８４号 農用地利用配分計画の作成について。別紙利用配分計画整理番号２－

１０１０から２－１０１１は、農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第３項の

規定により令和３年３月１０日付けで相模原市長から意見を求められたので同意する

ものとする。令和３年３月３０日提出。相模原市農業委員会会長。 
それでは、２３ページを御覧ください。案内図は、先ほどと同じく２５ページ、２６ペ

ージを御覧ください。 
整理番号２－１０１０、２－１０１１は、農地中間管理機構の指定を受けている公益

社団法人神奈川県農業公社が耕作者に貸し出しを行う利用配分計画の案件で、相模原市

長から農業委員会の意見を求められているものです。耕作者は、それぞれ経営規模拡大

のため、農地を確保するものです。件数は２件、５筆、面積は２,７０３㎡です。 
以上で説明を終わります。 

議長（八木会長） 
説明が終わりました。これより質疑に入ります。 
 

質疑なし 

 
議長（八木会長） 
よろしいですか。 
 

［ はいの声 ］ 

 

議長（八木会長） 
それでは、採決をさせていただきます。 
議案第８４号について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 
 

［ 異議なしの声 ］ 

 
議長（八木会長） 
御異議なしと認めます。 
よって日程１０議案第８４号については、原案のとおり決定いたしました。 
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日程１１ 議案第８５号 令和４年度県農林業施策並びに予算に関する

要望（税制改正要望事項）について 
 
議長（八木会長） 
続いて、日程１１議案第８５号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明をい

たさせます。 
事務局（濱端総括副主幹） 
それでは、２４ページを御覧ください。議案を朗読いたします。 
議案第８５号 令和４年度県農林業施策並びに予算に関する要望（税制改正要望事

項）について。神奈川県農業会議からの依頼により、「令和４年度県農林業施策並びに

予算に関する要望（税制改正要望事項）」を別紙のとおり提出する。令和３年３月３０日

提出。相模原市農業委員会会長。 
それでは、２５ページを御覧ください。 
令和４年度県農林業施策並びに予算に関する要望のうち、税制改正要望事項につきま

しては、県への施策要望、予算要望等の提出より先に、３月末までに県農業会議への提

出が求められています。税制改正要望事項につきましては、先般開催いたしました全員

協議会及び書面開催で行った第９回農政運営委員会で提示し、協議を経て提案するもの

で、昨年度要望したものがまだ実現されていないことから継続して要望するものとし、

相続税、贈与税で２点、地方税である固定資産税、都市計画税に関する内容で２点の計

４点を要望するものです。 
以上で説明を終わります。 

議長（八木会長） 
説明が終わりました。これより質疑に入ります。 
 

質疑なし 

 
議長（八木会長） 
よろしいですか。 
 

［ はいの声 ］ 

 

議長（八木会長） 
それでは、採決をさせていただきます。 
議案第８５号について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 
 

［ 異議なしの声 ］ 

 
議長（八木会長） 
御異議なしと認めます。 
よって日程１１議案第８５号については、原案のとおり決定いたしました。 
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日程１２ 議案第８６号 相模原市農業委員会公文書管理規程の一部を

改正する規程について 
 
議長（八木会長） 
続いて、日程１２議案第８６号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明をい

たさせます。 
事務局（濱端総括副主幹） 
それでは、２６ページを御覧ください。議案を朗読いたします。 
議案第８６号 相模原市農業委員会公文書管理規程の一部を改正する規程について。

相模原市農業委員会公文書管理規程の一部を改正する規程を別紙のとおり定める。令和

３年３月３０日提出。相模原市農業委員会会長。 
それでは、２７ページから３２ページを御覧ください。 
この議案は、適正な公文書の管理を推進するために公文書管理規程の一部を改正する

もので、事務局における公文書事務の実施状況について、毎年度、点検及び報告を行う

ことや、公文書事務に改善が必要であると認められるときは、改善に向けた取組の実施

及び報告を行うことのほか、行政組織の改編に伴う規程の改正を行うものです。 
改正箇所は、第１５条が公文書事務の点検等について、第１７条が公文書事務改善に

向けた取組について追加したもので、第２条、第１１条、第１２条、第１４条、第１６条

が行政組織の改編に伴うものとなります。 
なお、新旧対照表がありますので、御確認をお願いします。 
以上で説明を終わります。 

議長（八木会長） 
説明が終わりました。これより質疑に入ります。 
 

質疑なし 

 
議長（八木会長） 
よろしいですか。 
 

［ はいの声 ］ 

 

議長（八木会長） 
それでは、採決をさせていただきます。 
議案第８６号について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 
 

［ 異議なしの声 ］ 

 
議長（八木会長） 
御異議なしと認めます。 
よって日程１２議案第８６号については、原案のとおり決定いたしました。 
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日程１３ 議案第８７号 事務局職員の任免について 

 
議長（八木会長） 
続いて、日程１３議案第８７号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明をい

たさせます。 
事務局（濱端総括副主幹） 
それでは、３３ページを御覧ください。議案を朗読いたします。 
議案第８７号 事務局職員の任免について。令和３年４月１日付けで、次のとおり事

務局職員を任免する。事務職員髙野弘明。相模原市農業委員会事務職員に任命する。農

業委員会事務局参事（兼）次長に補する。事務職員鈴木和夫。市長事務部局へ出向を命

ずる。令和３年３月３０日提出。相模原市農業委員会会長。 
本議案については、髙野新参事兼次長の任命及び鈴木現次長の出向に関するもので、

農業委員会等に関する法律第２６条第３項で、職員は農業委員会が任免すると規定され

ておりますが、相模原市農業委員会事務専決規定第４条第１項第１号で、管理職以外の

職員については会長専決となっていることから、管理職職員の任免について提案するも

のです。なお、事務局職員全体の体制につきましては、後ほど全員協議会で説明いたし

ます。 
以上で説明を終わります。 

議長（八木会長） 
説明が終わりました。これより質疑に入ります。 
 

質疑なし 

 
議長（八木会長） 
よろしいですか。 
 

［ はいの声 ］ 

 

議長（八木会長） 
それでは、採決をさせていただきます。 
議案第８７号について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 
 

［ 異議なしの声 ］ 

 
議長（八木会長） 
御異議なしと認めます。 
よって日程１３議案第８７号については、原案のとおり決定いたしました。 
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日程１４ 報告第６６号 生産緑地に係る農業の主たる従事者の証明に

ついて 

日程１５ 報告第６７号 農地所有適格法人の報告について 

日程１６ 報告第６８号 非農地証明書の発行について 

 
日程１７ 報告第６９号 地目変更登記に係る農地等の現況照会に対す

る調査結果の報告について 
 
日程１８ 報告第７０号 相続等による農地の権利取得届出の受理の報

告について 
 
日程１９ 報告第７１号 市街化区域内農地の転用届出の受理の報告に

ついて 
 
議長（八木会長） 
続きまして、報告案件に移ります。 
日程１４報告第６６号から日程１９報告第７１号について、御発言がございましたら、

お願いいたします。 
議長（八木会長） 
よろしいですか。 
 

［ はいの声 ］ 

 

議長（八木会長） 
それでは、以上で日程１４報告第６６号から日程１９報告第７１号を終わります。 
以上をもちまして、相模原市農業委員会第２５回総会を終了いたします。 


